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福岡県就労支援協同組合とは

日本初の就労支援協同組合

就労支援団体の相互連携をお手伝いすることで

情報共有や疑問の解消をサポートしています



福岡県就労支援協同組合とは

活動実績

・福岡県障がいのある人のための就職合同会社説明会

・在宅勤務雇用を推進するテレワークセミナー

・福岡県障がいのある人のためのWEB合同会社説明会

・障がい者の方のための就労スキルアップWEBセミナー など

現在の活動

・月に1回の理事会、定例会の実施

・工賃向上支援センター事業

・JT日本たばこ産業のSDGs事業

・ときめきショップ運営事業 など



週20時間未満就労モデル事業とは

概 要

様々な働きづらさを抱える方の働く場の創出

・週20時間未満の短時間労働可能な企業の開拓

・マッチング

・就労後のサポート

短時間就労の有効性を実証・確認する。令和4年度～5年度

実施地域 飯塚市・大牟田市 （その近隣市町）

対象企業 飯塚市・大牟田市に本社、営業支店がある企業

対象となる方
家庭の事情や健康上の理由で、「長い時間働けない」・「苦手
な仕事がある」など働きづらさを抱えている方が対象です。



長い時間働くことができない方

「週20時間以上」の勤務が困難な方

・病気やケガの影響で、疲れやすい方

・定期的に通院が必要な方

苦手な仕事がある方

苦手な業務が含まれていた場合、就労が難しくなる方

・直接会話するのが苦手な方

・身体を使った業務が難しい方

働きづらさを抱える方とは

（例）

等



●週20時間未満のメリット
・社会とのつながりを持つことができる。
・自分に合った働き方ができる。
・フルタイムで働く場合と比べて負担が少ない事が予想される。

【勤務時間例】
・1日4時間（8:00～12:00）× 4日 ＝ 16時間/週

・1日2時間（6:00～8:00） × 5日 ＝ 10時間/週
  
●まずは経験を積みましょう

20時間未満の就労で、経験を重ねましょう！

週20時間未満就労のメリット



・働いた分、保護費を引かれるのではないか？

・仕事へのブランクがあり体調的にも心配だ。

勤労控除の基礎控除あり

15,200円までは、全額基礎控除され、保護費と調整する
ことなく収入となります。

全般的な業務ではなく、部分的な業務からスタートできる。

生活保護を受けている方



・話すのが苦手・決まった時間に薬の服用が必要など

・家族のサポートや送迎などがあり、通常時間勤務が難しい

就職する前に企業へ配慮事項を相談できる。

企業によっては、勤務開始時間などを調整することが出来る。

身体的・勤務時間的な不安がある方



福岡県就労支援協同組合

公的職業紹介機関
（ハローワーク等）働きづらさを抱える方々

就労等支援機関

ハローワーク
など

参加企業

事業情報
提供

企業団体

事業情報
提供

など

県・市関係団体

求人相談

求職登録・求人
応募・面接・入
社・定着支援等

業務切り出し・
求人登録・求人
情報提供・採
用・定着支援等

求職相談

求職登録 求人登録

マッチング

マッチング支援
（求職者と求人企業間の調整）

支援等に係る連携

県・大牟田市・飯塚市

支援等に係る連携

週20時間未満就労モデル 支援体制



説   明   会 事業内容・手続きをご案内します。

企 業 選 択 どの企業に応募したら良いのかなど、分からない場合は一緒に考えましょう。

申    込 求職申込書類の作成のお手伝いが必要な場合は、ご相談ください。

働き方検討
就労にあたって、希望する職場環境、労働条件、やりたい事、配慮事項等、
不安な事があったら、ご利用されてる支援機関とも相談しながら、サポート
していきますので、一緒に考えていきましょう。

採 用 面 接 履歴書、職務経歴など、面接に必要な書類作成や、面接に向けたアドバイス
もご相談ください。

就 労 決 定
入社日など企業との調整や、配慮事項、労働条件など、お互いに納得して
就労が出来るように、調整サポートします。

サ ポ ー ト
就労開始後、定着のためのサポートを行い安心して働けるように企業との
調整を行います。

就労までの流れ
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飯塚市・大牟田市で、４回づつ企業説明会実施
飯塚市では36社・大牟田市では32社の企業が参加

令和４年度の事例紹介



飯塚市・大牟田市にて各市４回づつ求職者説明会実施
91名の方が参加

令和４年度の事例紹介



地域 ： 飯塚市 ／ 年齢 ： 50代 ／  性別 ： 男性

紹介機関 ： 飯塚市役所
働きづらさの内容：手足の痺れがあり、行える業務に制限がある。
在宅にてご家族の介護を行っており、仕事へのブランクがある。

福岡県主催の正社員チャレンジプログラムに参加していたが
勤務可能な求人が少なく、また選考落選が続いていた。
チラシをきっかけに求職者説明会参加

事例①

今回の事業に参加したきっかけ



【相談支援】
各種希望条件などを確認

【求人登録支援】
求人票の作成支援

【求人応募・面接支援】
面接同行、同席。職場見学の実施

【入社支援】
入社前のヒアリング

【定着支援】
定期的な電話による就業状況の確認。企業との調節

事例① これまでの支援



【事業参加者の感想】
・入社後も定期的に困ったことを相談できることが嬉しい。
・仕事の内容を調整しながら継続して働けている。

【業務内容】
・職種：飲食業
・週４日（火、木、土、日）／４時間勤務（12：00～16：00）
・ホールでの配膳、片づけ

事例① 業務内容・感想



地域 ： 大牟田市 ／ 年齢 ： 60代半ば ／ 性別 ： 女性
紹介機関 ： 障がい者施設（就労継続支援Ａ型）
働きづらさの内容：身体的な不安や、持病による不安

現在の就労支援事業所を定年で退職する事、また統合
失調症を発症している事、高齢であること、体力がないことか
ら、自分に適した仕事がなかなか見つからない為、事業へ参
加した。

事例②

今回の事業に参加したきっかけ



【相談支援】
  各種希望条件などを確認

【求人登録支援】
  求人票の作成支援

【求人応募・面接支援】
  面接同行、同席。職場見学の実施

【入社支援】
  就労体験の実施

【定着支援】
  定期的な電話によるヒアリングや職場訪問を実施

事例② これまでの支援



【業務内容】
・職種 ： 製造業
・週５日（月～金） ３時間勤務（9：00～12：00）
・容器洗浄、資材の補充、細かい材料を容器に補充

事例② 業務内容



【事業参加者の感想】

日頃は、週5日4時間程度、障がい者施設で働いているが、ほとんど
の作業がテーブルワークで慣れた作業だった。

今回の就労体験では、少人数で立ちっぱなしの状態で、初めてする
作業だったので不安があったが、仕事の内容も理解でき、負担に思
うことなくできた。

職場の雰囲気も良く、他の従業員さんも優しく声掛けをしてもらっ
たので、思った以上に時間が経つのが早く感じて、とても楽しく仕
事ができた。

事例② 感想



地域 ： 大牟田市 ／ 年齢 ： 20代 ／ 性別 ： 女性
働きづらさの内容：仕事のブランク、コミュニケーションが
苦手紹介機関：筑後若者サポートステーション

仕事を探していたところ、支援機関より事業の周知を
受け求人に興味を持った為、説明会に参加。

事例③

今回の事業に参加したきっかけ



【相談支援】
支援機関とも連携を行いながら希望を聴き取り

【求人登録支援】
求人票の作成支援

【求人応募・面接支援】
面接同行・同席、職場見学の実施

【入社支援】
雇用契約に基づく就労体験（５日間）

【定着支援】
定期的な電話によるヒアリングや職場訪問を実施

事例③ これまでの支援



【事業参加者の感想】
 とてもいい方が多く、無理なく働くことができた。
 様々な部署の体験就業を行った事で自分がどの様な仕事  

 に興味があるのか知ることが出来た。

【業務内容】
 ・職種：飲食、製造業
 ・５日／週 ４時間／日 勤務（12：00～16：00）
 ・容器洗浄、資材の補充、細かい材料を容器に補充

事例③ 業務内容・感想



https://fesc.jp/iizuka_20miman_work/

ホームページに関しまして



https://fesc.jp/omuta_20miman_work/

ホームページに関しまして



福岡県就労支援協同組合
◆〒810ｰ0041

◆住所：福岡市中央区大名2-9-29

第２プリンスビル1008号

◆TEL：092ｰ406-7697

◆Ｅ-Mail：contact@fesc.jp

◆担当者：小島・中島

mailto:contact@fesc.jp
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